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大
賞
受
賞

皺痘

臓i・F田］“が都市景観lOOMl

石
畳
舗
装
な
ど
街
づ
く
り
の

　
　
　
　

空
間
美
化
取
り
組
み
評
価

　

建
設
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る

「
都
市
づ
く
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
組
織
す
る

「
都
市
景
観
の
日
実
行
委
員
会
」

に
よ
る
都
市
景
観
大
賞
の
都
市
景

観
百
選
の
部
に
、
市
の
城
下
町
地

区
が
選
ば
れ
、
建
設
大
臣
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
、
初
の
受
賞
で
す
。

　

都
市
景
観
大
賞
は
、
優
れ
た
都

市
環
境
や
都
市
の
景
観
づ
く
り
へ

の
活
動
を
進
め
る
た
め
、
行
政
や

経
済
、
文
化
活
動
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
地
区
を
選
び
、

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
三
年
度
か
ら
選
定
を
始
め
、

市
が
受
賞
し
た
都
市
景
観
百
選
部

門
は
毎
年
十
地
区
ず
つ
が
選
ば
れ
、

十
年
間
で
百
地
区
を
決
め
ま
す
。

　

都
市
景
観
百
選
の
対
象
と
な
っ

た
地
域
は
大
野
城
が
そ
び
え
る
亀

山
と
、
石
灯
龍
通
り
寺
町
通
り
を

含
む
、
城
町
、
本
町
、
元
町
の
一

帯
約
五
ま
1
▽
い
で
す
。

　

四
百
年
以
上
も
前
に
短
冊
型
に

く
ぎ
ら
れ
た
城
下
町
が
持
つ
歴
史

や
文
化
と
の
調
和
を
図
り
、
七

間
・
寺
町
の
石
畳
舗
装
や
空
間
形

成
な
ど
、
景
観
を
生
か
し
た
街
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

七
間
通
り
で
は
、
地
域
住
民
が

「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
を
組
織

し
、
自
分
た
ち
で
決
め
た
協
定
に

基
づ
き
、
環
境
美
化
や
街
灯
の
補

修
、
家
屋
新
築
の
際
に
は
景
観
に

配
慮
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
寺
町
通
り
で
は
「
あ
ん

ど
ん
」
を
か
た
ど
っ
た
街
路
灯
の

設
置
や
、
石
灯
龍
通
り
と
三
番
通

り
は
景
観
に
合
う
案
内
板
の
整
備

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
都
市
景
観
百
選
を
受

賞
し
た
地
域
は
、
横
浜
市
の
「
み

な
と
み
ら
い
2
1
地
区
」
や
三
重
県

上
野
市
の
「
伊
賀
上
野
城
周
辺
地

区
」
な
ど
で
す
。

　

授
賞
式
は
、
十
月
六
日
に
名
古

屋
市
で
開
催
さ
れ
た
「
都
市
景
観

の
日
・
名
古
屋
世
界
会
議
」
で
行

わ
れ
、
天
谷
市
長
が
出
席
し
建
設

大
臣
賞
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

1
2
月
6
日
に
開
催

　

市
で
は
、
大
野
市
景
観
賞
を
設

け
良
好
な
景
観
を
つ
く
っ
て
い
る

建
築
物
や
景
観
維
持
に
努
力
す
る

団
体
な
ど
を
広
く
公
募

し
ま
し
た
。
十
二
月
二

日
に
選
考
委
員
会
が
行

わ
れ
、
応
募
の
あ
っ
た

中
か
ら
第
一
回
目
の
受

賞
が
決
ま
り
ま
す
。

　

十
二
月
六
日
に
有
終

会
館
で
開
催
予
定
の
、

自
然
と
調
和
し
た
市
の

ま
ち
づ
く
り
や
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
考
え

る
「
都
市
づ
く
り
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
で
表
彰
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
十
年
度
中
に

は
、
市
の
都
市
景
観
条

例
も
制
定
さ
れ
る
予
定

で
、
今
後
、
市
の
景
観

づ
く
り
が
本
格
化
し
ま

す
。

「都市景観100選」選定地区



六呂師 ト
ロ
ン
温
泉
で
通
年
型
観
光
の
拠
点
に

休
養
施
設
来
年
O
J
月
に
オ
ー
プ
ン

　

家
族
で
多
様
な
余
暇
活
動
を
行
い
、
快
適
な
リ
ソ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
楽

し
め
る
よ
う
に
と
、
市
が
計
画
を
進
め
て
き
た
「
六
呂
師
高
原
フ
ァ
ミ

リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
整
備
推
進
事
業
」
の
核
と
な
る
休
養
施
設
の
概
要
が
、

こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。
市
で
は
今
月
工
事
を
着
工
し
、
平
成
十
年

十
二
月
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

8角形の温浴棟を持つ休養施設の完成予想図

六
呂
師
の
施
設
を

　
　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

休
養
施
設
は
、
六
呂
師
ハ
イ
ラ

ン
ド
の
西
側
駐
車
場
に
建
設
さ

れ
、
温
浴
棟
と
管
理
棟
か
ら
な
る

木
造
風
鉄
骨
造
り
一
部
こ
階
建
て

で
、
延
べ
面
積
は
八
百
六
十
八
平

方
口
で
す
。
総
工
費
は
、
約
三
億

円
（
県
費
二
分
の
一
）
で
、
来
年

十
二
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

　

六
呂
師
高
原
に
は
、
円
山
公
園

や
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
フ

ィ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
な
ど
多
様
な
施

設
が
点
在
し
て
い
ま
す
が
、
施
設

は
こ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る

拠
点
機
能
を
持
ち
ま
す
。

温
浴
と
低
温
サ
ウ
ナ
で

　
　
　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

温
浴
施
設
は
、
血
行
を
良
く
す

る
効
果
を
持
つ
鉱
石
を
利
用
し
た

ト
ロ
ン
温
泉
で
す
。

　

ト
ロ
ン
温
泉
は
、
天
然
温
泉
と

同
じ
よ
う
な
効
能
が
得
ら
れ
る
う

え
、
維
持
・
管
理
費
が
比
較
的
安

い
こ
と
も
特
徴
で
す
。
ス
キ
ー
や

テ
ニ
ス
、
自
然
散
策
な
ど
で
疲
れ

た
体
を
い
や
す
に
は
最
適
で
す
。

　

施
設
に
は
、
同
じ
ト
ロ
ン
鉱
石

を
利
用
し
た
低
温
サ
ウ
ナ
や
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
露
天
ぶ
ろ
も
設
け

ら
れ
ま
す
。

　

管
理
棟
の
二
階
に
は
、
三
十
五

畳
の
休
憩
室
と
多
目
的
に
利
用
で

き
る
洋
室
の
研
修
室
が
つ
く
ら
れ

ま
す
。
休
憩
室
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や

ピ
ク
ニ
ッ
ク
後
の
休
憩
場
所
と
し

て
も
利
用
可
能
で
す
。

　

温
浴
と
休
憩
室
、
研
修
室
の
利

用
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

新
鮮
な
ミ
ル
ク
を
販
売

　

管
理
棟
一
階
に
は
、
牛
乳
関
連

の
商
品
を
扱
う
ミ
ル
ク
ラ
ウ
ン
ジ

が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
六
呂
師
を
訪

れ
る
人
た
ち
に
、
高
原
の
新
鮮
な

牛
乳
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
を

味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
の
管
理
・
運
営
は
、

六
呂
師
高
原
振
興
会
に
委
託
す
る

予
定
で
す
。
現
在
、
職
員
研
修
や

ア
ウ
ト
ド
ア
指
導
員
の
養
成
な

ど
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
ソ
フ
ト

事
業
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「ピンさん」に最後の別れ

　　

福田氏追悼式に1，200人

　

九
月
こ
日
に
亡
く

な
っ
た
市
の
名
誉
市

民
で
元
衆
議
院
議
長

の
福
田
一
氏
の
追
悼

式
が
、
九
月
こ
十
五

日
に
有
終
会
館
で
し

め
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

追
悼
式
は
県
と
市

の
合
同
で
行
わ
れ
、

国
会
の
重
鎮
で
あ
っ

た
故
人
に
ふ
さ
わ
し

く
、
生
前
親
交
が
あ

っ
た
竹
下
登
元
首
相

を
は
じ
め
、
政
財
界

か
ら
多
数
の
参
列
が

あ
り
ま
し
た
。

　

氏
の
長
男
で
あ
る

福
田
弘
さ
ん
に
抱
か

れ
た
遺
骨
が
入
場
す
る
と
、
栗
田

知
事
と
天
谷
市
長
が
福
田
氏
の
遺

徳
を
振
り
返
り
な
が
ら
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
渡
辺
恒
三
衆
議
院
副

議
長
と
山
崎
正
昭
参
議
院
議
員
が
、

衆
参
両
院
議
長
の
弔
詞
を
代
読
し

ま
し
た
。
橋
本
竜
太
郎
首
相
の
追

悼
の
辞
が
、
森
喜
朗
自
民
党
総
務

会
長
に
よ
り
代
読
さ
れ
、
福
田
氏

の
衆
議
院
議
長
就
任
時
の
肉
声
が

会
場
に
流
れ
ま
し
た
。

　

追
悼
式
に
参
加
し
た
約
千
二
百

人
の
市
民
ら
は
、
古
里
大
野
の
荒

島
岳
や
真
名
川
を
表
し
た
祭
壇
に

白
い
菊
の
花
を
さ
さ
げ
、
最
後
の

別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。



公表します

市職員などの給与

　

市職員などの給与は、地方自治法および地方公務員法の規定に基づき、市の条例で定められて

います。平成8年度に支給された市長など市三役・市議会議員・市職員の給料（報酬）や手当、

職員数などの状況を公表します。皆さんの目でお確かめください。

●人件費の状況
（平成8年度普通会計決算）

住民基本台帳人口　　
（H9．3．31）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B／A） 平成7年度人件費率

40，868人 147億2，961万9千円 30億9，149万7千円 21．0％ 21．6％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

●職員給与費の内訳

　　　　　

（平成9年度普通会計予算）

※職員手当には、退職手当は含まれていません。

　

主な手当としては、特殊勤務手当、通勤手当、

　

時間外勤務手当などがあります。

※期末勤勉手当とは、民間の夏期・冬期に支給さ

　

れるボーナスに相当するものです。

…特別職の報酬等の状況

　　　　　

（平成9年4月1日現在）

躇9 給料月額 期末手当（8年度支給割合へ

市長

助役

収入役

93万7，000円

76万4，000円

66万2，000円

6月期1．6ヵ月

12月期1．9ヵ月

3月期0．5ヵ月　

計4．0ヵ月　　　　　　　

　ノ

区分 報酬月額

　議長　

副議長　

a－四ぐ議貝

44万8，000円

37万7，000円

35万7，000円

●定員の状況（各年4月1日現在）

ト・
職員数 類似団体との比較う

H7年 H8年 H9年 H8年 増減

一般行政 247 252 252 293 △41

特別行政　
（教育） 96 95 93 84 11

公営企業等　
会計 13 13 19

）・ 356 360 364 ノ

※臨時・嘱託を除いた職員数です。類似団体の公営企業等会計

　

部門の職員数は公表されていません。



公表・市職員などの給与

●職員の平均給料月額と平均年齢

　　　　　　　　

（平成9年4月1日現在）

※上段の数字は一般行政職、下段は技能労務職

　

を示します。

●一般行政職職員の経験年数別・学歴別

　

平均給料月額（平成9年4月1日現在）

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務

　

している場合の勤務年数をいいます。

●一般行政職の級別職員数

　　　　　　　　　　

（平成9年4月1日現在）

●主な職員手当の状況

（1）期末・勤勉手当（平成8年度）

区分 期末手当 勤勉手当 計

6月期 1．6ヵ月 0．6ヵ月 2．2ヵ月

12月期 1．9ヵ月 0．6ヵ月 2．5ヵ月

3月期 0．5ヵ月 － 0．5ヵ月

計 4．0ヵ月 1．2ヵ月 5．2ヵ月

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置

　

があります。

（2）退職手当（平成8年度）

区分
支給率

自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21ヵ月 28．875ヵ月

勤続25年 33．75ヵ月 44．55ヵ月

勤続35年 47．5ヵ月 62．7ヵ月

最高支給限度額 60．0ヵ月 62．7ヵ月

一人当たり平均支給額 2，693万3，000円

※一人当たり平均支給額は、8年度に退職した

　

全職種の職員に支給された平均額です。

（3）8年度の特殊勤務手当支給状況心内，よ7年度

職員全体に占める手当支給職員の割合 　39．09か（40．1％）

支給対象職員一人当たりの平均支給年額 　7万6．107円（7万8，709円）

手当の種類 　23手重類（23種類）

※多くの職員に支給されている主な手当

　

①自動車運転業務手当②保育業務手当③清掃業務手当

　

④税務事務手当⑤公民館業務手当

（4）8年度の時間外勤務手当の支給状況O内，よ7年度

支給総額 7．769万2，000円　　（7．488万円）

職員一人当たりの平均支給年額 　24万6，000円（23万6，000円）



市
役
所
水
槽
応
々
メ
ー
S
7
E
″
ヅ

リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て
イ
ト
ヨ
も
踊
る
？

　

市
役
所
正
面
玄
関
ホ
ー
ル
に
あ

る
イ
ト
ヨ
の
水
槽
に
、
イ
ト
ヨ
イ

メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
が
流
れ
る
機
械
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
や
市
内
の
各
団
体
で

は
、
市
の
宝
で
あ
る
イ
ト
ヨ
を
通

し
て
ま
ち
づ
く
り
や
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
ろ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
や
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
械
の
設
置
も
、
市
役
所
を

訪
れ
る
人
に
大
野
を
P
R
す
る
た

め
、
市
が
設
置
し
ま
し
た
。

　

水
槽
横
に
付
け
ら
れ
た
ボ
タ
ン

を
操
作
す
る
と
、
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
が
流
れ
ま
す
。

　

曲
は
、
平
成
八
年
度
に
（
社
）

大
野
青
年
会
議
所
が
イ
ト
ヨ
イ
メ

ー
ジ
ソ
ン
グ
を
募
集
し
選
ん
だ
前

川
博
志
さ
ん
（
若
杉
町
）
の
「
こ

ど
も
た
ち
へ
の
手
紙
」
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
朝
夕

の
二
回
、
庁
内
に
こ
の
曲
を
流
し

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

固定資産評価審査委員会

委員に田中秀孝氏

　

9月定例市議会の最終日に、

任期満了に伴う固定資産評価審

査委員会委員の選任と人権擁護

委員候補者の推薦が行われまし

た。

　

人権擁護委員は、1人増員さ

れて6人になる予定です。

固定資産評価審査委員会委員

　

田中秀孝

　　　

（59歳・深井）新任

人権擁護委員

　

土本丈子

　　　

（60歳・中野）再任

　

杉本敏憲

　　　

（60歳・木本）新任

　　　　　　　　　　

敬称略

福祉課の

glEjぼ：y7＼

一ご存じですかー

福
祉
手
当
制
度

★
児
童
扶
養
手
当

　

母
子
家
庭
の
児
童
や
、
父
親
の

身
体
に
一
級
程
度
の
障
害
が
あ
る

家
庭
の
児
童
を
養
育
す
る
母
親
ま

た
は
母
親
に
代
わ
っ
て
養
育
す
る

人
に
、
児
童
が
十
八
歳
に
な
る
ま

で
支
給
（
遺
族
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
を
受
給
で
き
る
と
き
は
非
該

当
）
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
手
当

の
請
求
を
母
子
家
庭
な
ど
に
な
っ

て
か
ら
五
年
以
内
に
し
な
い
と
、

受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

【
現
在
受
給
中
の
人
で
、
八
月
中

　

に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い

　

人
は
、
早
急
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
提
出
が
な
い
と
、
支
給

　

が
止
ま
り
ま
す
】

★
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

二
十
歳
未
満
で
、
中
程
度
以
L
L

の
障
害
を
持
つ
在
宅
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
障
害
児
福
祉
手
当

　

二
十
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手

帳
一
級
、
二
級
の
一
部
ま
た
は
療

育
手
帳
A
I
ラ
ン
ク
を
持
ち
、
在

宅
の
重
度
障
害
児
の
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
特
別
児
童
扶
養
手
当
と

併
給
が
可
能
で
す
。

★
特
別
障
害
者
手
当

　

二
十
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
一
級
程
度
お
よ
び
療
育
手

帳
A
I
ラ
ン
ク
程
度
の
重
複
す
る

障
害
を
持
ち
、
常
時
介
護
が
必
要

な
在
宅
の
人
（
長
期
入
院
患
者
は

除
く
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
福
祉

　

手
当

　

在
宅
で
、
公
的
年
金
や
他
の
手

当
を
受
給
し
て
い
な
い
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
ま

　

た
は
二
級
の
人

②
療
育
手
帳
の
A
ラ
ン
ク
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
三
級
か
つ

　

療
育
手
帳
の
B
I
ラ
ン
ク
の
人

※
こ
れ
ら
の
手
当
に
は
、
所
得
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
助
成
制
度

　

健
康
保
険
法
な
ど
の
改
正
で
、

九
月
一
日
か
ら
薬
剤
費
も
一
部
定

額
負
担
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
助
成
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

◆
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　

満
ニ
ト
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
母
7
（
父
子
）
家
庭
の

母
（
父
）
お
よ
び
児
童
（
在
学
中

の
者
）
、
ま
た
は
一
人
暮
ら
し
寡

婦
の
保
険
診
療
負
担
金
（
入
院
時

給
食
費
一
部
負
担
金
、
薬
剤
に
か

か
る
一
部
負
担
金
、
訪
問
看
護
な

ど
も
含
む
）
を
助
成
し
ま
す
。

◆
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　

一
～
三
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

や
A
～
B
I
の
療
育
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
の
保
険
診
療
負
担
金

（
老
人
医
療
一
部
負
担
金
、
入
院

時
給
食
費
一
部
負
担
金
、
薬
剤
に

か
か
る
一
部
負
担
金
、
訪
問
看
護

な
ど
も
含
む
）
を
助
成
し
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
医
療
費
助
成
制
度
に

は
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
乳
幼
児
医
療
費
助
成

　

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
保
険
診

療
負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。
所
得

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
済
み
で
す
か

児
童
手
当
の
現
況
届

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
現
況
届
を
六
月
中
に

提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
届
け
が
な
い
と
支
給
が

停
止
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
の
人

は
、
至
急
、
市
福
祉
課
児
童

福
祉
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
福
祉
課

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）



エキサイティング

スポーツ

情X報

　

大野市スポljjり瓢

　
　

「
体
育
の
日
」
の
十
月
上
日
、

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
や
有
終
会
館
な

ど
市
内
八
会
場
で
、
第
二
回
大
野

市
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
や
家
族
な
ど
参
加
し

た
人
は
、
約
八
百
人
。

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
エ
ス
キ
ー
テ
ニ

ス
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
や
民
踊
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
が
行
わ
れ
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

種
目
に
よ
っ
て
は
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
部
や
シ
ル
バ
ー
の
部
も
設
け

ら
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
会
場
内
に
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
「
シ
ヤ
フ
ル
ボ
ー
ド
」

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
ビ
リ
ヤ
ー
ド
と
カ
ー
リ
ン

グ
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
よ
う
な
ゲ

ー
ム
に
、
説
明
を
受
け
た
参
加
者

は
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

●
陽
明
男
女
が
健
闘

　

県
中
学
校
駅
伝
大
会

　

十
月
九
日
、
奥
越
ふ
れ
あ
い
公

園
付
設
コ
ー
ス
で
、
福
井
県
中
学

校
男
子
、
女
子
駅
伝
競
走
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
チ
ー
ム
は
、
男
子
大
会
・

女
子
大
会
と
も
十
七
チ
ー
ム
ず
つ
。

　

市
内
か
ら
は
、
陽
明
中
学
校
が

男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
に
出
場
し
、

健
闘
し
ま
し
た

●
B
＆
G
少
年
の
船

　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

春
休
み
に
、
船
で
の
貴
重
な
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
平
成
1
0
年
3
月
3
1
日
内
～

　

4
月
6
日
⑥

行
き
先
沖
縄

対
象
小
学
5
・
6
年
生
と
中
学

　

生
の
男
女

内
容
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
、
寄
港

　

地
見
学
、
船
内
研
修

参
加
費
6
万
8
0
0
0
円

定
員
3
人

締
め
切
り
日
H
月
3
0
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
B

　

＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
容
6
4
・

　

1
3
1
1
）

施設｀
スポット

鴎農村環境改善センター

　　

・上庄公民館

　

昨
年
九
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら

れ
て
き
た
大
野
市
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
と
上
庄
公
民
館
（
併
設
）

の
全
体
が
十
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
核
と
し
て
農
村
環

境
の
改
善
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
上
庄
公
民
館
を
併
設
し
、

生
涯
学
習
や
む
ら
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
二
階
建
て
で
、
大
人
数

を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
、

講
演
会
に
便
利
な
研
修
室
や

大
会
議
室
が
あ
り
ま
す
。
大

会
議
室
は
仕
切
に
よ
り
大
小

二
つ
の
部
屋
に
分
け
て
使
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
小
会
議
室

が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

調
理
実
習
室
に
は
、
五
台

の
調
理
台
が
備
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
隣
に
は
、
味

噌
加
工
機
器
を
そ
ろ
え
た
農

産
加
工
施
設
も
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

　

施
設
に
は
、
体
に
障
害
を
持
つ

人
の
た
め
に
ス
ロ
ー
プ
や
専
用
の

ト
イ
レ
が
備
え
ら
れ
、
駐
車
場
も

四
十
台
余
り
収
容
で
き
る
な
ど
、

よ
り
一
層
便
利
に
利
用
し
て
頂
け

る
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

利
用
時
間
午
前
8
時
3
0
分
～
午

　

後
9
時
3
0
分

休
館
日
毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

　

一
・
三
日
曜
日
と
そ
の
前
日
、

　

祝
日
、
年
末
年
始

使
用
料
各
部
屋
・
時
間
帯
に
よ

　

り
異
な
り
ま
す
の
で
直
接
問
い

　

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
農
村
環
境
改

　

善
セ
ン
タ
ー
・
上
庄
公
民
館

　
　

（
豊
6
4
・
1
2
0
0
）
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糖尿病

予
防
は
ま
ず
生
活
習
慣
か
ら

　
　

長
続
き
で
き
る
計
画
が
大
切

　

十
一
月
五
日
か
ら
十
一
日
は
、
全
国
糖
尿
病
週
間
。
厚

生
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
現
在
わ
が
国
に
お
け
る
糖
尿
病

患
者
は
、
約
五
百
万
人
で
す
。
四
十
歳
以
上
で
は
、
十
人

に
I
人
が
糖
尿
病
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
国
民
病
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
月
は
、
糖
尿
病
と
予
防
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
よ
う
。

怖
ろ
し
い
合
併
症

　

糖
尿
病
は
、
血
糖
（
血
液
の
中

に
含
ま
れ
る
ブ
ド
ウ
糖
の
量
）
が

高
く
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
い
ろ
い

ろ
な
慢
性
の
合
併
症
が
出
て
く
る

病
気
で
す
。
放
っ
て
お
く
と
、
気

が
付
か
な
い
う
ち
に
血
管
が
ボ
ロ

ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

特
に
、
目
（
眼
底
）
や
腎
臓
の

細
い
血
管
は
、
異
常
を
起
こ
し
や

す
く
、
ひ
ど
く
な
る
と
失
明
し
た

り
、
腎
不
全
に
な
っ
て
血
液
透
析

が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
注
意

が
必
要
で
す
。

　

で
は
、
糖
尿
病
を
予
防
す
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

　

糖
尿
病
は
、
初
期
に
は
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
無
い
の
が
普
通
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
成
人
病
検
診

な
ど
を
受
け
て
、
尿
糖
・
血
糖
を

検
査
す
る
こ
と
が
ま
ず
第
一
歩
に

な
り
ま
す
。

三
つ
の
型
に
分
類

　

尿
に
糖
が
出
た
り
血
糖
が
基
準

値
よ
り
高
い
場
合
に
は
、
必
要
が

あ
れ
ば
精
密
検
査
（
ブ
ド
ゥ
糖
の

液
を
飲
ん
で
血
糖
を
計
り
ま
す
）

を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
「
正
常
型
」
「
糖
尿

病
型
」
あ
る
い
は
ど
ち
ら
に
も
属

さ
な
い
場
合
は
「
境
界
型
」
と
判

定
さ
れ
ま
す
。

　

糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
、
薬
物
療

法
を
要
す
る
人
や
合
併
症
が
あ
る

人
は
、
医
療
機
関
に
定
期
的
に
通

院
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
境
界
型
と
い
わ
れ
る
人

は
、
検
診
で
非
常
に
多
く
み
ら
れ

ま
す
が
、
こ
れ
は
「
糖
尿
病
予
備

軍
」
と
も
い
え
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
境
界
型
に
人
つ
て

い
て
も
自
然
に
正
常
に
戻
る
人
も

多
い
の
で
す
が
、
何
年
も
続
く
と

糖
尿
病
に
進
む
率
が
上
が
っ
て
き

ま
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

境
界
型
の
人
が
糖
尿
病
に
進
ま

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
点
は
、
暴
飲
暴
食
（
過

食
）
や
ス
ト
レ
ス
、
肥
満
、
運
動

不
足
な
ど
を
避
け
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
自
分
が
い
つ

糖
尿
病
に
か
か
る
か
も
し
れ
な
い

予
備
軍
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
、
思
い
切
っ
て
日
常
生

活
を
変
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
あ
ま
り
意
識
し
過
ぎ

て
極
端
に
な
る
と
、
逆
に
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
長

期
に
わ
た
っ
て
実
行
で
き
る
計
画

を
立
て
る
こ
と
が
こ
つ
で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保

健
婦
や
栄
養
士
に
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
内
医
師
）

生活改善大作戦

1肥満を解消し、標準体重を

　

維持する。

2暴食・暴飲は避け、バラン

　

スの取れた食事を心がける。

3適当な運動を習慣付ける。

4ストレスをためないように

　

する。

5できるだけ、禁煙する。

6アルコールを控える。

皆さんの債康づぐりを後押しします・保健センター（容65・7333）



暮
ら
し
の

1 7
ダ
バ
。
イ
ス

　
　
　

ｔ
へ

環境に優しい暮らU吸た万めに

洗剤の使い方に工天を

　

自
然
環
境
の
破
壊
問
題
が
、
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
川

や
湖
、
海
の
水
を
汚
す
原
因
の
一
つ
に
は
、
炊
事
や
洗
た

く
な
ど
で
家
庭
か
ら
出
る
生
活
雑
排
水
が
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
家
庭
で
は
、
普
段
ど
の
よ
う
な
洗
剤
を
お
使
い
で

し
ょ
う
か
。
少
し
で
も
排
水
の
汚
れ
や
量
を
減
ら
す
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
の
中
で
注
意

　

家
庭
か
ら
の
生
活
雑
排
水
は
、

ち
ょ
と
し
た
工
夫
で
汚
れ
や
量
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
「
味
噌
汁
は
人
数
分

を
作
る
」
「
米
の
と
ぎ
汁
は
花
壇

や
庭
木
な
ど
へ
ま
く
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
洗
剤
の
使
い
過
ぎ

も
汚
れ
の
原
因
の
一
つ
で
す
。

洗
剤
の
種
類

　

台
所
用
・
洗
た
く
用
洗
剤
の
中

に
は
、
せ
っ
け
ん
と
合
成
洗
剤
が

あ
り
ま
す
。
特
に
洗
た
く
用
洗
剤

は
形
態
が
同
じ
で
あ
る
た
め
、
ど

ち
ら
も
粉
せ
っ
け
ん
と
称
し
て
同

じ
商
品
だ
と
誤
解
し
て
い
る
人
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

　

洗
剤
の
成
分
は
容
器
の
裏
面
に

記
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
違
い
は

下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

最
近
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
」

「
不
に
や
さ
し
い
パ
ー
ム
や
し
か

ら
作
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た
洗
剤

が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
ほ
と
ん
ど
が
合
成
洗
剤
で
す
。

　

せ
っ
け
ん
は
天
然
油
脂
か
ら
作

ら
れ
て
い
る
た
め
、
排
出
後
は
自

然
の
分
解
速
度
が
速
く
、
環
境
汚

染
が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
合
成
洗
剤
は
石
油
か
ら
作

ら
れ
、
人
体
へ
の
安
全
性
や
排
出

さ
れ
た
水
域
の
富
栄
養
化
な
ど
の

問
題
が
消
費
者
団
体
や
一
部
の
学

者
な
ど
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洗
た
く
用
の
合
成
洗
剤

に
は
洗
た
く
物
を
よ
り
白
く
見
せ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
蛍
光
増

白
剤
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
蛍
光

増
白
剤
が
含
ま
れ
た
洗
剤
で
、
包

帯
や
ガ
ー
ゼ
の
よ
う
な
医
療
用
繊

維
、
ま
た
食
品
容
器
な
ど
を
洗
う

こ
と
は
、
安
全
性
の
而
か
ら
使
用

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

優
れ
て
い
る
せ
っ
け
ん

　

兵
庫
県
西
宮
市
の
「
く
ら
し
の

リ
ポ
ー
タ
ー
」
が
洗
た
く
用
洗
剤

の
洗
浄
カ
テ
ス
ト
を
し
た
結
果
、

商
品
間
で
差
が
あ
る
も
の
の
、
せ

っ
け
ん
の
方
が
合
成
洗
剤
よ
り
も

洗
浄
力
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
以
前
に
比
べ
て

香
り
や
水
溶
け
も
良
く
な
り
、
ず

い
ぶ
ん
改
良
さ
れ
て
使
い
や
す
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

洗
た
く
物
の
汚
れ
の
多
く
は
汗

や
あ
か
で
、
ま
た
食
器
の
汚
れ
も

油
分
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
が
水
で

落
ち
ま
す
。
洗
た
く
は
予
洗
し
、

食
器
の
油
分
は
紙
で
ふ
き
と
っ
て

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
せ
っ
け
ん
を
使

う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
合
成
洗

剤
と
い
う
人
は
、
使
う
量
を
減
ら

す
よ
う
に
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
。

少
し
で
も
洗
剤
の
使
用
量
を
減
ら

し
、
さ
ら
に
せ
っ
け
ん
を
使
う
こ

と
で
環
境
に
優
し
く
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
か
ら
出
る
雑
排

水
は
半
分
以
上
が
台
所
か
ら
出
て

い
て
、
私
た
ち
が
出
す
し
尿
に
比

べ
、
二
倍
以
上
も
環
境
に
負
荷
を

与
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

各
家
庭
ご
と
に
汚
れ
を
少
な
く
す

る
工
夫
を
し
ま
し
よ
う
。

せっけんと合成洗剤のちがい（洗たく用・粉末成分の一例）
〔粉せっけん〕

〈原料〉やし油、牛脂

　　　　

などの天然油

　　　　

脂系

脂肪酸塩

　　　

（純せっけん）

　　　　　　　

30～50％

炭酸ナトリウム

　　　　　

30～50％

界面活性剤

汚れ落としの
lモ成分

添加剤（助剤）

界而活性剤の働き

を向トさ廿るもの

その他

〔合成洗剤j

〈原料〉□こ石油系

LAS、ASなど

　　　　　

20～40％

・硫酸ナトリウム

　　　　

（ボウ硝）
・ゼオライト

・炭酸ナトリウム

酵素・蛍光増白剤

・呑料など

顔生活に関するご相談は顔者相談センターへ容66・1111内線464（Iふ；）



市民⑩

ぺづ

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

　

「大野のさといも」
ふるさと小包初出荷

＜るー・39登場 協友会

ア
ル
ミ
空
き
缶
を
集
め
て
車
い
す
を
寄
贈

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
協

友
会
」
は
、
二
十
年
ほ
ど
前
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
は
十
三
人
。
ア
ル

ミ
製
の
空
き
缶
や
缶
の
リ
ン
グ
プ

ル
式
の
ふ
た
集
め
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
集
ま
っ
た
缶
は
、
回
収

業
者
に
渡
し
て
換
金
。
あ
る
程
度

金
が
ま
と
ま
る
と
、
車
い
す
を
購

入
し
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

贈
し
て
い
ま
す
。
こ
の
九
月
に
は

四
台
目
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

会
が
結
成
さ
れ
た
当
初
は
、
体

に
障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
親
睦
会

的
な
集
ま
り
で
し
た
。
し
か
し
、

定
期
的
に
集
ま
っ
て
何
か
社
会
の

役
に
立
つ
こ
と
を
と
考
え
、
自
分

た
ち
で
古
切
手
を
集
め
整
理
、
社

会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
福
祉
事

業
に
役
立
た
せ
て
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ル
ミ
缶
集
め
は
自
分
の
家
庭

の
も
の
だ
け
で
な
く
、
知
り
合
い

や
い
ろ
い
ろ
な
事
業
所
か
ら
も
協

力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
内
の
ご
み
収
集
場
か
ら
も
集
め

て
き
た
り
も
し
ま
す
。

　

缶
を
集
め
だ
し
た
当
初
に
は
、

ご
み
収
集
場
で
探
し
て
い
る
と
、

「
何
を
し
て
い
る
の
か
」
と
、
け

げ
ん
そ
う
な
顔
で
怪
し
ま

れ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

っ
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
現
在
で
は
そ

の
活
動
が
あ
る
程
度
知
れ

わ
た
り
、
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
ら
は
「
ア
ル
ミ
缶

集
め
で
こ
れ
ま
で
に
車
い

す
を
四
台
も
購
入
し
、
寄

贈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
地
域
の
人
や

事
業
所
の
方
々
な
ど
の
理

解
と
協
力
に
よ
る
も
の
で

す
」
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

当
面
の
目
標
は
、
毎
年

車
い
す
一
台
ず
つ
を
寄
贈

す
る
こ
と
。
こ
れ
に
は
、
約
ニ
ト

ン
の
缶
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。

　

会
で
は
現
在
、
ア
ル
ミ
空
き
缶

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
人
や
、

会
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
坂
本
次
義
さ

ん
（
容
6
6
・
3
1
4
2
）
ま
で
。

フックトーク

たいt

『
夢
』

　

十
一
月
二
十
三
日
は
、
勤
労
感

謝
の
日
。

　

長
年
働
き
続
け
、
第
一
線
か
ら

は
退
い
た
も
の
の
今
も
働
き
続
け

る
、
明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
人
た

ち
の
写
真
集
が
出
ま
し
た
。

　

写
真
の
撮
影
者
の
橋
口
氏
が
、

日
本
と
日
本
人
を
知
る
た
め
に
作

っ
た
作
品
の
五
冊
め
で
す
。

　

作
品
を
作
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
彼
の
お
母
さ
ん
で
す
。

自
分
が
年
を
重
ね
て
い
っ
て
も
、

な
ぜ
か
母
親
は
い
つ

も
自
分
よ
り
先
を
歩

い
て
い
て
追
い
つ
け

な
い
。
「
な
ぜ
な
ん

だ
ろ
う
、
今
の
時
代

何
か
が
お
か
し
い
。

日
本
は
、
日
本
人
は

い
っ
た
い
ど
う
し
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
」
と
思
っ
た
と
き
、

彼
の
お
母
さ
ん
の
年

代
が
気
に
な
り
か
け
た
そ
う
で

す
。

　

個
人
の
自
由
が
制
限
さ
れ
、
物

質
的
に
も
乏
し
か
っ
た
時
代
を
生

き
抜
い
て
き
た
人
た
ち
。

　

橋
口
氏
が
三
年
強
を
か
け
て
、

旅
先
で
出
会
っ
た
九
十
七
人
の
写

真
に
は
、
出
身
地
や
行
き
た
い
と

こ
ろ
、
職
歴
な
ど
と
共
に
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
今

は
穏
や
か
な
表
情
で
写
真
に
収
ま

っ
て
い
る
け
れ
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
体
験
し
、
懸
命
に
生
き
て

き
た
様
子
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

大
き
く
変
化
す
る
時
代
に
お
い

て
強
く
し
な
や
か
に
、
し
た
た
か

に
生
き
て
き
た
人
た
ち
の
生
き
ざ

ま
に
は
、
見
習
う
べ
き
も
の
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

橋
口
氏
は
、
そ
れ
は
「
生
へ
の
謙

虚
さ
」
で
あ
り
、
今
を
生
き
る
日

本
人
が
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
べ

き
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
容

　

6
5
・
5
5
0
0
）

　　　　　　

『夢』

橋口譲二撮影・著

　　

メディアファクトリー社
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私屯，べT＼こ，そ

歩
道
の
照
明
塔
が
歩
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す

Q

　

私
は
下
庄
地
区
に

住
ん
で
い
て
、
よ
く

三
番
通
り
を
通
っ
て

市
街
地
へ
出
か
け
ま
す
。

　

先
日
、
こ
の
通
り
を
ち
ょ
う
ど

通
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
要
町
の

銀
行
の
前
の
歩
道
に
設
置
し
て
あ

る
細
長
い
広
告
塔
の
よ
う
な
も
の

に
、
白
い
つ
え
を
持
っ
た
体
に
障

害
を
持
つ
人
が
ぶ
つ
か
っ
だ
の
を

目
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
広
告
塔
の
よ
う
な
も
の
は

い
っ
た
い
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

県
外
観
光
客
へ
の
P
R
の
た
め
の

も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
場
所
に
本
当
に
こ
れ
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

観
光
用
で
あ
る
と
し
て
も
、
歩

行
に
支
障
と
な
る
よ
う
な
場
所
に

設
置
す
る
こ
と
は
不
適
当
だ
と
思

い
ま
す
。

　
　
　

（
石
田
藤
吉
・
七
上
六
歳
）

A

　

平
成
八
年
度
に
市

に
お
い
て
、
三
番
通

り
や
石
灯
龍
通
り
に

ゲ
ー
ト
照
明
塔
を
六
基
、
観
光
案

内
板
を
二
基
、
デ
ザ
イ
ン
灯
ろ
う

を
九
基
設
置
し
ま
し
た
。

　

照
明
塔
や
灯
ろ
う
の
設
置
に
よ

り
美
し
い
夜
間
景
観
が
創
出
で
き
、

商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
買

い
物
客
を
誘
導
す
る
こ
と
に
加
え
、

安
全
で
快
適
な
買
い
物
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
商
店
街
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
案
内
板
は
、
観
光

客
の
利
便
性
を
図
る
と
と
も
に
、

観
光
客
の
散
策
の
一
助
と
す
る
た

め
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
設
置
場
所
に
つ
い
て

は
、
地
元
商
店
街
振
興
組
合
で
、

地
権
者
な
ど
の
同
意
を
得
て
決
定

し
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
塔
は
、
こ
の
う
ち
の

ゲ
ー
ト
照
明
塔
で
、
同
銀
行
前
の

歩
道
に
は
、
観
光
案
内
板
も
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。

　

当
初
こ
の
二
つ
は
、
他
の
場
所

に
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
冬
期

間
の
除
雪
を
考
慮
し
て
、
現
在
の

位
置
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
位
置
は
、
歩
行
に
支
障

を
き
た
さ
な
い
も
の
と
判
断
し
て

お
り
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
な

事
実
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
今
後
何

ら
か
の
安
全
対
策
を
講
じ
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
商
工
観
光
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
。
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
大
野

市
天
神
町
I
I
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

W鯛診

感
謝
の
言
葉
が
清
掃
の
励
み
に

伊
藤
昭
三
万
（
六
十
九
呼
泉
町
）

　

伊
藤
昭
三
さ
ん
は
、
泉
町
三
区

の
有
志
で
作
る
義
景
修
景
保
存
会

の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

保
存
会
で
は
、
四
月
初
め
か
ら

上
二
月
上
旬
ま
で
冬
期
間
を
除
い

て
毎
日
、
義
景
公
園
の
清
掃
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

会
に
は
現
在
、
上
六
戸
が
加
入

し
て
い
ま
す
。
一
週
間
ご
と
に
交

替
し
て
二
人
一
組
で
清
掃
。
時
間

は
、
朝
五
時
ご
ろ
か
ら
二
時
間
程

度
で
す
。

　
　

「
義
景
公
園
は
、
朝
倉
公
の
魂

を
ま
つ
っ
て
い
る
大
切
な
場
所
。

自
分
た
ち
、
い
や
市
民
の
財
産
と

し
て
こ
れ
を
残
そ
う
と
会
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」
と
伊
藤
さ
ん
。

　

八
月
二
十
日
に
は
「
幻
の
都
物

語
・
l
n
お
お
の
」
が
開
催
さ
れ
、

そ
れ
か
ら
は
、
公
園
に
は
大
勢
の

観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
保
存
会

も
参
画
。
主
に
法
要
の
部
を
担
当

し
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
『
観
光
客
は
、
県

内
だ
け
で
な
く
関
西
や
中
京
方
面

の
人
も
多
い
で
す
。
先
日
も
、
水
―

』
‐
L
’
ゝ
ノ

　

／
‘
琴
窟
の
音
だ
け
を
聴
き
に
、
わ
ざ

わ
ざ
福
井
市
か
ら
来
た
人
も
い
ま

し
た
。
き
れ
い
に
し
て
あ
り
ま
す

ね
、
と
言
わ
れ
て
思
わ
ず
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
会
の
皆

と
協
力
し
合
っ
て
清
掃
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
み
を
浮

か
べ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

・
回
収
し
ま
す

　

あ
な
た
の
家
の
電
話
帳

　

N
T
T
で
は
、
よ
り
良
い
環
境

を
守
る
た
め
、
古
い
電
話
帳
の
回

収
を
積
極
的
に
推
進
し
、
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

回
収
方
法
配
達
員
が
新
し
い
電

　

話
帳
を
届
け
た
と
き
に
、
古
い

　

電
話
帳
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

配
達
員
に
渡
せ
な
か
っ
た
場
合

　

は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡

　

し
て
く
だ
さ
い
。

配
達
期
間
H
月
中
句
～
H
月
末

問
い
合
わ
せ
先
N
T
T
電
話
帳

　

お
届
け
セ
ン
タ
（
フ
リ
ー
ダ
イ

　

ヤ
ル
O
1
2
0
・
3
2
4
1

　

8
2
）

・
中
国
語
講
座

日
時
H
月
1
5
日
①
～
ロ
ー
月
1
3
日

　

①
の
毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
～

　

5
時
（
計
5
回
）

場
所
有
終
会
館

定
員
2
0
人

受
講
料
3
0
0
0
円

締
め
切
り
日
H
月
1
3
日
2

申
し
込
み
…
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
日
中
友
好
協
会
（
容
6
5
・

　

6
8
4
5
）



ドライバーさんスピードを落としてね

蕨生小児童が安全マスコット配布

　

秋の交通安全期間中の9月24日、蕨生小学

校の児童が手作りのマスコットを、通行中の

ドライバーに配布しました。場所は、同小学

校近くの国道158号。児童86人が3班に分

かれ、「スピードを落としてね」のプラカー

ドを掲げて、画用紙などで作ったマスコット

を一つずつ手渡し、安全運転を呼びかけまし

た。受け取った運転手や助手席にいた人は、

笑顔で「ありがとう」と児童にこたえていま

した。

丈夫に育ち飼い主の元に

高原牧場預託牛最後の退牧

　

4月に県内の畜産農家から奥越高原牧場に碩

けられた牛たちが、10月17日退牧しました。広

人な牧場で184日間放牧されていた乳川牛や肉用

牛23頭は、足腰の強い牛に育ち飼いiミの元へと

帰りました。昭和46年から毎年続けられていた

預託制度は、今回で最後。丈人な牛の育成と、

畜産農家の労力軽減を図るために行われていま

したが、来年度からは、高原牧場が子牛を農家

から買い取り年間を通じて飼育、2年後に農家

に譲渡する方法に変わります。

日ごろの体力を再確認

　　

健康ウォーク開催

さわやかな秋晴れの10月10日、「健康ウォー

クとスーパー迷路で健康クイズ」が開催され

ました。家族連れやグループなど約250人

が参加し、市民グラウンドから犬山までの5

キロコースと、下丁までの8キロコースに分

かれてウォーキング。秋のそよ風に吹かれな

がら、日ごろの体力や持久力を試しました。

また、市民グラウンドでは、「スーパー迷路

で健康クイズ」や「爆笑体操」なども行われ、

楽しい1日を過ごしました。

話循回也場秘書広報課広報広聴係豊66－1111



話循回底場
とれたての秋を満喫

　

六呂師高原すすき祭り

　

10月5日、六呂師高原スキー場ですすき祭

りが開かれました。午前中は天候に恵まれま

せんでしたが、正午ごろからは、晴れ間もの

ぞき、続々と家族連れやグループなどが訪れ

ました。スキー場下の駐車場を利用した広場

では、秋の味覚を味わえる「すすき茶屋」や

ススキを使っておもちゃの昆虫を作る「ネイ

チャークラフト工房」などのテントが立ち並

びました。訪れた観光客らは、とれたての里

芋料理やススキで作った休憩所などで存分に

高原の秋を楽しみました。

みんなで学び合い、交流を

北信越ろうあ青年の集い

　

10月10日から3日間、有終会館や大野公民

館などで、北信越ろうあ青年の集いが開かれ

ました。北陸3県と新潟県・長野県から、18

歳から30歳までのろうあ青年約80人が参加。

第1日目には、パネルディスカヽツションや

「f話」「人生観」「労働」について3つのテ

ーマの分科会で、それぞれの思いや今後の課

題などについて、手話やOHPを使って熱心

に討論を繰り広げました。

大野を「日本一の古都」に

　　

山根一員氏講演会

　

11月7日から開かれる「日本文化デザイン

会議´97福井」の議長を努める山根一斡氏の

講演会が、10月17日、市文化会館で開かれま

した。演題は、「2050年・大野を日本一

の古都にする智恵」。参加した人は、約500

人。文明と非文明の両極端を追い続けるノン

フィクション作家山根氏の斬新な手法と独自

の情報を交えた話に、熱心に聞き入っていま

した。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

11月

・
会
館
の
休
館
日
と

　

予
約
受
け
付
け
が
変
更
に

★
休
館
日
の
変
更

　

市
文
化
会
館
の
休
館
日
が
来
年

4
月
1
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更

さ
れ
ま
す
。

休
館
日
毎
週
月
曜
日
、
国
民
の

　

休
日
の
翌
々
日
（
変
更
前
は
、

　

休
日
の
翌
日
が
休
館
日
）
、
年

　

末
年
始

★
予
約
受
け
付
け
の
変
更

　

市
文
化
会
館
と
有
終
会
館
の
来

年
4
月
か
ら
の
使
用
予
約
を
、
6

ヵ
月
前
の
1
日
か
ら
受
け
付
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
1
0
年
4
月
1
日
～

5
月
3
1
日
ま
で
の
使
用
予
約
は
、

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

受
け
付
け
開
始
平
成
9
年
H
月

　

1
2
日
2
午
前
8
時
3
0
分
～

　

ま
た
、
平
成
1
0
年
6
月
1
日
以

降
の
使
用
予
約
は
、
6
ヵ
月
前
の

平
成
9
年
1
2
月
1
日
か
ら
順
次
受

け
付
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
会
館
を
毎
月
定
期
的

に
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
3
ヵ
月

前
の
1
日
か
ら
の
受
け
付
け
と
し
、

そ
れ
よ
り
前
に
は
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

施
設
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
直
接
各
会
館
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

有
終
会
館
の
休
館
日
毎
週
火
曜

　

日
、
国
民
の
休
日
の
翌
日
、
年

　

末
年
始

問
い
合
わ
せ
先
市
文
化
会
館
＝

　

大
野
市
有
明
町
H
－
m
…
一
（
豊
6
6

　

・
5
4
1
0
）
・
有
終
会
館
＝

　

大
野
市
天
神
町
1
－
1
9
（
豊
6
5

　

・
8
7
6
6
）

・
市
営
住
宅

　
　
　

入
居
者
を
募
集

　

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
団
地
中
挾
団
地

規
格
3
D
K

募
集
戸
数
2
戸

資
格
①
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

　

務
し
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

　

2
同
居
す
る
親
族
が
い
る
人
③

　

一
定
基
準
以
内
の
所
得
の
人

家
賃
月
額
2
万
8
0
0
0
円

締
め
切
り
日
H
月
2
0
日
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
建
設
課
管
理
建
築
係
（
容

　

6
6
．
1
1
1
1
内
線
3
4
7
）

・
建
物
の
取
り
壊
し
や

　

売
買
な
ど
は
届
け
を

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1

日
に
所
有
し
て
い
る
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
に
つ
い
て
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
り
、
新
増

築
・
売
買
・
贈
与
な
ど
を
し
て
未

登
記
の
場
合
は
、
必
ず
市
役
所
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
が
な
い
場
合
、
継
続
し

て
課
税
さ
れ
た
り
、
何
年
分
も
さ

か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
た
り
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
…
問
い
合
わ
せ
先
市
役

　

所
税
務
課
資
産
税
係
（
豊
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
4
9
ご
し
D
）

…
大
野
青
年
の
家

　
　

‥
‐
月
9
日
に
開
放

　

H
月
9
日
2
は
、
大
野
青
年
の

家
の
施
設
開
放
の
日
で
す
。
青
年

の
家
で
活
動
を
す
る
各
教
室
や
ク

ラ
ブ
に
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

体
育
館
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス

第
一
研
修
室
午
前
＝
社
交
ダ
ン

　

ス
ク
ラ
ブ
・
午
後
＝
歌
謡
教
室

第
二
研
修
室
手
芸
ク
ラ
ブ
、
革

　

細
工
教
室
、
生
花
教
室
の
作
品

　

展
示

和
室
午
前
＝
手
芸
ク
ラ
ブ
・
午

　

後
＝
抹
茶
教
室

茶
室
午
後
＝
抹
茶
教
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
青
年
の
家
（
容
6
5
…
7
1
0

　

3
）

－交通

安全

剱
r

高
齢
者
マ
ー
ク

　

高
齢
者
マ
ー
ク
（
高
齢
者
運

転
標
識
）
は
、
年
齢
が
七
十
五

歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
道

路
交
通
法
に
基
づ
い
て
、
普
通

自
動
車
に
標
示
す
る
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
で
す
。

　

こ
れ
は
、
最
近
急
増
し
て
い

る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事

故
を
防
ぎ
、
事
故
に
よ
る
死
傷

者
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

初
心
者
マ
ー
ク
は
、
表
示
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
者
マ
ー
ク
は
、

「
七
十
五
歳
以
上
で
身
体
機
能

の
低
下
が
運
転
に
影
響
を
及
ぼ

す
人
」
が
、
表
示
を
行
う
対
象

者
と
な
り
ま
す
が
、
表
示
は
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
普
通
自
動
車
の
前

後
に
高
齢
者
マ
ー
ク
を
表
示

（
大
き
さ
や
位
置
な
ど
に
規
定

が
あ
り
ま
す
）
し
て
運
転
し
て

い
る
人
に
対
し
て
、
危
険
防
止

の
た
め
や
む
を
得
な
い
場
合
を

除
き
、
幅
寄
せ
や
無
理
な
割
り

込
み
な
ど
嫌
が
ら
せ
を
し
た
ド

ラ
イ
バ
ー
は
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。
マ
ー
ク

を
表
示
す
る

こ
と
に
よ

り
、
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
は

よ
り
安
全
で

ス
ム
ー
ズ
な

走
行
が
で
き

ま
す
。

最新医療に学ぶ

　　　　　

健康づくり講演会

　

最新の健康づくりや医療の情報を知る

よい機会です。ぜひご参加を。

　

会場はいずれも市保健センターです。

　

参加申し込みは11月21日②までに。

★第1弾

日時11月30日⑧午後1時30分～

テーマ脳の健康（痴ほうの予防）

講師福井医科大学栗山勝教授

★第2弾

日時12月7日⑧午後1時30分～

テーマがんの治療と予防法

講師済生会病院三浦将司副院長

申し込み・問い合わせ先

　　

市保健センター（豊65・7333）



●INFORMATION

●
特
別
弔
慰
金
の
手
続
き

　

お
済
み
で
す
か

　
　

「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
支
給
法
」
が
改
正
さ

れ
、
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
で
、
平

成
7
年
4
月
1
日
現
在
に
お
い

て
、
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
な

ど
の
受
給
権
を
有
す
る
遺
族
が
い

な
い
人
を
対
象
に
、
特
別
弔
慰
金

と
し
て
額
面
4
0
万
円
（
泊
一
年
償
還

の
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
1
0
年
3
月
3
1
日
が
請
求
締

め
切
り
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
請
求
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
弔
慰
金
受
給
権
を
取
得

　

し
た
人
・
弔
慰
金
受
給
権
を
取

　

得
し
た
人
が
、
平
成
7
年
4
月

　

1
日
に
い
な
い
場
合
は
、
そ
の

　

他
の
3
親
等
以
内
の
遺
族
で
戦

　

没
者
の
死
亡
前
1
年
以
上
、
生

　

計
を
共
に
し
て
い
た
遺
族

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

福
祉
課
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内

線
4
7
2
）

●
胃
検
診
が
ま
だ
の
人

　
　
　
　

休
日
に
受
診
を

　

本
年
度
ま
だ
胃
検
診
を
受
診
し

て
い
な
い
人
の
た
め
に
、
休
日
胃

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
忙
し
く
て

も
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
H
月
3
0
日
面
午
前
8
時
3
0

　

分
～
1
0
時

場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

締
め
切
り
日
H
月
1
4
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）

●
年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公

　

H
月
は
「
国
民
年
金
制
度
推
進

月
間
」
。
ま
た
、
H
月
6
日
か
ら

1
2
日
ま
で
は
全
国
統
一
の
「
年
金

週
間
」
で
す
。

　

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
制

度
は
、
現
役
世
代
の
納
め
る
保
険

料
と
国
の
負
担
で
、
高
齢
者
の
生

活
を
支
え
る
「
世
代
と
世
代
の
支

え
あ
い
」
の
し
く
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
年
老
い
た
親
を
子
が

扶
養
す
る
し
く
み
を
社
会
全
体
に

押
し
広
げ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

高
齢
化
や
少
子
化
、
核
家
族
化

が
進
む
今
日
、
公
的
年
金
制
度
の

役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
年

金
を
身
近
で
大
切
な
も
の
と
し
て

考
え
、
年
金
制
度
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

イ
ベ
ン
ト
や
年
金
相
談
所
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
自
身
の
年
金
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
公
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
・
4
5
6
）

●
青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

　

平
成
9
年
度
の
青
年
海
外
協
力

隊
員
を
募
集
し
ま
す
。
資
格
や
派

遣
職
種
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
。

選
考
試
験
1
次
試
験
（
筆
記
）

　

2
次
試
験
（
面
接
）

願
書
締
め
切
り
日
H
月
3
0
日
旬

問
い
合
わ
せ
先
国
際
協
力
事
業

　

団
北
陸
支
部
（
酋
0
7
6
2
・

　

3
3
・
5
9
3
1
）

●
す
で
き
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
　
　
　

事
例
を
募
集

　

福
井
県
建
築
士
会
で
は
、
街
並

み
や
住
宅
と
調
和
し
た
「
駐
車
ス

ペ
ー
ス
と
家
の
す
て
き
な
関
係
」

の
事
例
を
集
め
、
紹
介
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

対
象
県
内
の
住
宅
に
お
け
る
駐

　

車
ス
ペ
ー
ス
の
実
例

応
募
方
法
カ
ラ
ー
写
真
（
サ
ー

　

ビ
ス
版
、
I
～
2
枚
）
に
説
明

　

文
（
2
0
～
5
0
字
程
度
）
を
添
え
、

　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
撮
影

　

場
所
を
明
記
し
、
封
書
で

表
彰
大
賞
（
賞
金
5
万
円
）
、

　

特
別
賞
（
賞
金
2
万
円
）
、
入

　

選
（
記
念
品
）

締
め
切
り
日
H
月
3
0
日
⑥
（
消

　

印
有
効
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
〒
9
1

　

0
福
井
市
御
幸
3
－
1
0
－
1
5
福

　

井
県
建
築
士
会
事
務
局
（
豊
0

　

7
7
C
O
・
2
4
・
（
x
）
7
（
M
7
1
）

県
民
手
帳
が

　

今
年
か
ら
店
頭
販
売
に

　

福
井
県
民
手
帳
は
、
こ
れ
ま
で

予
約
販
売
を
行
つ
て
い
ま
し
た
が
、

市
で
は
、
今
年
か
ら
店
頭
販
売
に

変
更
し
ま
す
。

　

「
平
成
m
一
年
版
福
井
県
民
手
帳
」

を
お
求
め
の
際
は
、
市
内
の
書

店
・
市
役
所
（
行
政
資
料
室
）
・

各
公
民
館
・
有
終
会
館
で
、
現
金

で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

規
格
1
4
X
8
㎝

価
格
4
3
0
円

発
行
H
月
下
旬
予
定

内
容
日
記
編
＝
月
間
予
定
表
、

　

日
記
な
ど
▼
資
料
編
＝
全
国
・

　

県
・
市
町
村
主
要
統
計
な
ど
▼

　

名
簿
編
＝
県
庁
・
市
町
村
・
中

　

央
官
公
庁
所
在
地
な
ど
▼
生
活

　

便
覧
＝
県
内
観
光
地
、
文
化
施

　

設
、
住
所
録
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
総
務
課

　

情
報
管
理
係
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
3
8
）

11月9日は『119番の日』です

　

火災・救急などで「119番」通報を

するときは、落ち着いて次の内容を告げ

てください。

▲火災・救急の区別をはっきりと

　　

「火事です」「救急です」

▲場所を正しく

　

住所、近くの目標となる建物を正しく、

詳しく伝えてください。

▲状況を正確に

　

火災や事故の状況を正確に、分かりやすく伝えてください。

　

何が燃えているのか。交通事故なのか。急病なのか。

▲通報者名を

　

通報した人の氏名・電話番号を最後に知らせてください。

大野地区消防本部（豊66・0119）

テレホンサービス（豊65・8899）



″

一
’

賎
二
つ
の
家
に
伝
わ
る
神
楽
面

　
　
　

大
政
原
盛
さ
ん
（
蕨
生
）

　
　
　

広
瀬
秀
雄
さ
ん
（
蕨
生
）

　

蕨
生
の
大
蔵
原
盛
さ
ん
（
七
十
三
歳
）
と

広
瀬
秀
雄
さ
ん
（
五
十
六
歳
）
の
宝
は
、
代

々
家
に
伝
わ
る
神
楽
の
面
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
面
は
、
毎
年
四
月
九
日
に
行

な
わ
れ
る
蕨
生
地
区
の
里
神
楽
で
、
十
数
年

前
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
面
は
貴
重
な
も
の
な
の
で
、
現
在
の

里
神
楽
は
新
し
い
面
を
使
っ
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

大
敗
原
さ
ん
は
お
じ
い
さ
ん
の
顔
の
面

（
翁
面
）
、
広
瀬
さ
ん
は
お
ば
あ
さ
ん
の
顔
の

面
（
山
姥
面
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
所
有
し
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
こ
の
こ
つ
の
面
は
、
大
蔑

原
さ
ん
の
祖
先
の
家
で
、
両
方
一
緒
に
大
事

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
何
か
の
事
情

で
お
ば
あ
さ
ん
の
面
だ
け
が
、
広
瀬
さ
ん
の

祖
先
の
家
に
渡
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　

里
神
楽
は
、
も
と
も
と
上
唯
野
地
区
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
蕨
生
地
区
が
合
併
さ

れ
て
か
ら
は
、
埴
安
姫
神
社
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

面
を
付
け
て
神
楽
を
舞
う
の
は
、
区
の
青

年
た
ち
。
お
酒
を
飲
ん
で
舞
い
、
面
が
落
ち

た
り
す
る
た
め
、
欠
け
た
跡
や
ひ
び
割
れ
た

跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
お
ば
あ
さ
ん
の
面
に

は
、
か
つ
て
は
麻
で
作
っ
た
髪
の
毛
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
で
は
そ
れ
を
留
め
て
い
た
く

ぎ
跡
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

大
敗
原
さ
ん
は
「
こ
の
面
は
、
十
五
世
紀

ご
ろ
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
材

質
は
キ
リ
の
木
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
若

い
こ
ろ
に
私
は
、
里
神
楽
で
は
笛
を
吹
い
て

い
た
の
で
、
こ
の
面
を
付
け
て
舞
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
終
戦
前
ま
で
は
、
里
神
楽

の
ほ
か
に
結
婚
の
祝
い
込
み
に
も
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

市民のうごき

10月1日現在 前月比

世帯数 11，551世帯 1世帯

人口 41，168人 △14人

内訳
男 19，704人 △7人

女 21，464人 △7人

9月中の異動
転入 61人 出生 17人

転出 61人 死亡 31人

市内の交通事故状況（9ヵヽg）お）

件数内訳
平成9年

9月末

平成8年

9月末
比較

総件数 402件 380件 22件

人

身

事
故

件数 107件 102件 5件

死者 2人 1人 1人

傷者 149人 138人 11人

物損事故 295件 278件 17件

表
紙
の
こ
と
ば

　

十
月
五
日
に
新
婚
二
十
一
組

に
よ
る
結
婚
記
念
植
樹
が
、
中

島
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
朝
か
ら
雨
の
降
る
悪
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
新
婚

カ
ッ
プ
ル
の
熱
気
で
植
樹
を
始

め
る
こ
ろ
は
一
転
し
て
快
晴
に
。

仲
良
く
力
を
合
わ
せ
て
、
コ
ブ

シ
や
ケ
ヤ
キ
な
ど
希
望
の
広
葉

樹
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

今
月
号
は
、
市
の
城
下
町
地

区
が
「
都
市
景
観
百
選
」
に
選

ば
れ
、
建
設
大
臣
賞
受
賞
の
う

れ
し
い
お
知
ら
せ
が
で
き
ま
し

た
。
市
の
景
観
賞
も
間
も
な
く

決
定
し
ま
す
。
市
民
の
財
産
で

あ
る
美
し
い
街
並
み
を
後
世
に

残
す
努
力
が
、
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　　

－／n見i！S・

　

夕
方
の
越
美
北
線
は
、

福
井
始
発
寸
前
に
高
校

生
ら
し
い
一
団
が
乗
り

込
ん
で
き
て
満
席
に
な

り
、
若
い
群
に
圧
倒
さ

れ
そ
う
な
雰
囲
気
だ
つ

た
。
女
の
子
た
ち
は
ガ
ム
を
か
み
な
が
ら
雑
談

を
始
め
、
車
内
は
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
▼
や
が

て
、
入
り
口
付
近
に
陣
取
っ
て
い
た
男
の
子
の

一
人
が
、
整
髪
剤
入
り
の
瓶
を
取
り
出
し
、
突

然
、
片
側
の
子
の
頭
の
上
か
ら
タ
ラ
タ
ラ
と
流

し
込
ん
だ
。
驚
い
た
様
子
で
彼
は
、
首
を
す
く

め
た
り
頭
を
振
っ
て
よ
け
よ
う
と
す
る
が
、
周

り
の
少
年
二
人
に
体
を
押
さ
え
つ
け
ら
れ
、
見

る
見
る
う
ち
に
顔
ま
で
べ
っ
と
り
ぬ
れ
て
い
く
。

▼
そ
の
時
「
ば
か
な
こ
と
を
す
る
な
」
と
、
一

喝
し
て
瓶
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
横
に
い
た
と

び
職
風
の
少
年
だ
っ
た
。
彼
の
り
ん
と
し
た
大

声
に
、
周
り
は
一
瞬
シ
ー
ン
と
な
っ
た
。
「
ジ

ョ
ウ
ダ
ン
、
ジ
ョ
ウ
ダ
ン
」
「
チ
ョ
ウ
ヤ
バ
イ

ヤ
バ
イ
」
「
ア
ン
チ
ャ
ン
、
マ
ジ
ニ
ス
ン
ナ
」

な
ど
と
、
少
年
た
ち
は
若
者
言
葉
を
連
発
し
、

ふ
て
く
さ
れ
た
態
度
を
み
せ
た
▼
大
人
た
ち
は

口
々
に
「
い
た
ず
ら
に
し
て
は
、
度
が
過
ぎ
る
」

「
い
じ
め
だ
」
「
さ
れ
る
が
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
ば
か
だ
」
「
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
」

な
ど
と
、
話
は
犯
罪
の
年
少
化
へ
と
弾
ん
で
い

っ
た
。
し
か
し
、
大
人
た
ち
は
少
年
が
止
め
に

入
る
ま
で
、
黙
っ
て
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か

▼
私
た
ち
は
、
次
々
に
起
き
る
青
少
年
の
犯
罪

を
他
人
事
と
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
人

た
ち
が
腹
を
割
っ
た
協
力
体
制
で
、
彼
ら
の
危

険
信
号
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
必
要
が
あ

る
。
他
人
の
子
も
自
分
の
子
と
同
じ
よ
う
に
、

見
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
‐
1
1
）
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